
（単位：千円）

事 業 名 補正前予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

今般の「新型インフルエンザ」の発生状況を踏まえ、

第２波の発生を想定した発生段階における対策を強化する。

【保健医療部】

【発生前の準備強化】
１ 新型インフルエンザ 844,971 817,743 817,743

国庫 23,046 国庫 1,200 国庫 1,200対策事業費

８９７万６千円一財 821,925 交付金 816,543 交付金 816,543 １ 地域医療体制整備の推進

地域の実情に応じたインフルエンザ対策を講ずるた

め、インフルエンザ対策会議を設置開催する。

２ 埼玉県新型インフルエンザ対策推進行動計画の作成

２０４万円

【発生初期対策】

１ パンフレット配布等による県民への普及啓発

３０７万１千円

９，２０６万８千円２ 発生初期における体制整備

発熱外来診察に必要な整備等を行い、まん延防止を図る。

・保健所等職員用感染防護具の整備等

・簡易迅速検査キットの整備

・陰圧テントの備蓄

H21当初まで9基＋今回整備11基→合計20基

・リアルタイムＰＣＲ検査周辺機器等整備

機器整備により検査時間を1検体当たり約1.5時間短縮

３ 感染症指定医療機関の整備

１，５００万９千円

感染症指定医療機関における患者の受入を進めるた

め、陰圧病床の整備や患者搬送体制の整備を行う。

保健医療部

－ １ －

【審査の考え方】

今後予想される新型インフルエンザ流行の

第２波に備え、感染拡大防止対策を強化する

ため、抗インフルエンザウイルス薬「リレン

ザ」の備蓄倍増等の必要な措置を認め、要求

額を措置した。



（単位：千円）

事 業 名 補正前予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

（続 き） 【まん延期対策】

１ 抗インフルエンザウイルス薬「リレンザ」の備蓄強化

３億７，１１０万５千円

３か年で備蓄を進める「リレンザ」の取得を促進し、

、 ． 。当初計画を倍増させ １５ ２万人分の備蓄を達成する

【当初計画】７．６万人分（国の計画に基づく購入計画）

Ｈ２１ ２．６万人分

Ｈ２２ ２．５万人分

Ｈ２３ ２．５万人分

【補正後の計画】１５．２万人分

（国計画分７．６万人＋県独自備蓄分７．６万人分）

Ｈ２１ ２．６万人分

Ｈ２１補正 １２．６万人分

２ パンデミック発生時に向けた県内医療体制整備

３億２，５４７万４千円

まん延期に県内医療機関が通常外来診察が可能となる

よう必要な感染予防用マスク等を備蓄する。

・Ｎ９５マスク ７４８，８５０枚

・ゴーグル ７４，８８５個

・医療機関用感染防護具の整備 ２８医療機関

・人工呼吸器整備補助 ２８医療機関

保健医療部

－ １～２ －


